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�お知らせワイド版　　　　Ｐ��～
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ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
２
０
０
本�

ふ
る
さ
と
に
彩
り
を�

��月��日、美甘トンネル公園に���本のヤマツツジ
が植えられました。美甘地域づくり委員会が主催
し、美甘中学校が植栽に協力。約��人の生徒が魅
力あるふるさとづくりに一役買いました。彼らが
二十歳になるころにはヤマツツジも大きくなり、
見ごろを迎えるそうです。
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ふ
る
さ
と
納
税
の
特
徴
は
？

　

『
ふ
る
さ
と
』
に
定
義
は
な
く
、
寄
付
を

す
る
の
は
出
身
地
以
外
の
自
治
体
（
都
道

府
県
や
市
区
町
村
）
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

納
税
と
い
う
名
称
か
ら
、
税
金
を
納
め
る

こ
と
を
連
想
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
実
際
に
は
寄
付
で
あ
り
、
そ
の
金

額
に
応
じ
て
税
額
控
除
を
受
け
ら
れ
る
と

い
う
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
使
い
道
を
指
定
で
き
る
と
い
う
の

も
特
徴
の
一
つ
。
寄
付
金
を
充
て
る
事
業

や
分
野
を
指
定
で
き
る
自
治
体
が
多
く
、

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
と
つ
な
が
る
仕
組
み

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
「
特
典
」
を
付
け
て

い
る
自
治
体
も
多
く
、
特
産
品
や
ご
当
地

グ
ッ
ズ
な
ど
を
送
っ
て
い
ま
す
。
お
礼
の

気
持
ち
と
と
も
に
ふ
る
さ
と
の
情
報
を
発

信
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
者
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は「
ふ
る
さ
と
納
税
」と
い
う
制

度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
ふ
る
さ
と
を

大
切
に
し
た
い
、
応
援
す
る
ま
ち
の
発
展

に
貢
献
し
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
寄
付

金
と
い
う
か
た
ち
で
実
現
す
る
制
度
で
、

平
成　

年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
制
度
施
行

��

か
ら
�
年
、
真
庭
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

状
況
と
そ
れ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
真
庭
の�

皆
さ
ま
へ�
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真庭市のふるさと納税の状況

��������	
�����	����

　ふるさと納税制度がスタートした平成��年度
から現在（平成��年��月��日までの集計）まで、
���万円もの寄付が真庭市に寄せられています。
地域別に見ると、全国��都府県から集まってお
り、出身地が真庭市という人や以前真庭の人に
お世話になったという人など、真庭市を応援す
る気持ちはさまざまです。

���������	
������������

　寄付金は、いったん「ふるさと真庭応援基金」
という基金（市の貯金）に積み立てられ、目的
に合った事業に充てられます。真庭市では、次
の�つの使い道から選んでいただき、ふるさと
の活性化を図っています。

○ふるさと真庭の清流と環境を守る
○ふるさと真庭の子どもを育てる
○ふるさと真庭の産業を創る

※希望がない場合は市が使途を選択

��������	
����

　�����円以上の寄付をいただいた人には、真庭
ブランドの中から希望の記念品をお送りしてい
ます。とみはら茶や落合羊羹、地酒などを組み
合わせた�種類を用意。お礼の気持ちと真庭の
水と緑、人が育んだ品をお届けし、ふるさと納
税寄付者とのつながりをさらに深めています。

��������	
����

件数金額年度

�����������円Ｈ��

�����������円Ｈ��

��������円Ｈ��

��������円Ｈ��

��������円Ｈ��

���������円Ｈ��

�����������円合計

件数都道府県

�埼玉県

�千葉県

��東京都

�神奈川県

�岐阜県

�静岡県

�愛知県

��大阪府

��兵庫県

�和歌山県

�鳥取県

�岡山県

�広島県

�福岡県

��合計

応援ありがとう
ございます！

寄付金のうち�����円を超える額が、住民税

と所得税の税額から差し引かれます。（個人

住民税所得割のおおむね�割が上限）

※税額控除を受けるためには、確定申告をし

なければいけません。寄付したことを示す証

明書が必要となりますので、寄付後に送られ

てくる証明書は大切に保管しましょう。 

どれくらい税額控除が受けられるの？  教えて
！

ふるさ
と納税

モ
デ
ル
ケ
ー
ス

夫婦（年収���万円、個人住民税所得割額�������円）
で真庭市に�万円の寄付をしたら…

������円が住民税と所得税から控除されます

寄付金������円

������円

▼

�����円

控除の対象 対象外



　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
は
こ
れ
ま
で

に
、
ふ
る
さ
と
の
景
観
や
環
境
を
整
備
す

る
事
業
と
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
、
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
三

木
ヶ
原
並
木
再
生
事
業
」「
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」「
ス
ポ
ー
ツ
文
化

応
援
事
業
」
の
�
つ
の
事
業
の
経
費
の
一

部
と
し
て
充
当
。
真
庭
の
魅
力
づ
く
り
に

着
実
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

写真右：「はつらつママさんバレーボー
ル ｉｎ 真庭」の中で行われたバレーボール
教室。真庭の子どもたちが元オリンピッ
ク選手の指導で、基本動作などを学びま
した。（Ｈ��������）
写真左：ＮＨＫ番組「おかあさんといっし
ょ」などで活躍したきよこさんを招いて
開いた「きよこエンジョイライブ」。リ
ズム遊びなどをしながら親子でふれあい
ました。（Ｈ��������）

スポーツ文化応援事業

かつて蒜山高原の四季を彩った中
四国酪農大学校の並木道。それを
復活させようと行われた植樹の事
業費に充てられました。苗木を寄
贈した岡山後楽園ロータリークラ
ブや地元関係者などで、紅葉が美
しいモミジバフウを約���本植樹
しました。（Ｈ��������）

三木ヶ原並木再生事業

���������	
�������
�����������	

タンチョ ウサブセン ター整備事業

平成��年�月��日に自然保護センターのサブ施設としてオープ
ンした「蒜山タンチョウの里」。いつでもタンチョウを見るこ
とができるよう開放されており、市民や真庭を訪れた観光客ら
が自然と親しむスポットにもなっています。



�

���Maniwa

絵
は
が
き
で
ふ
る
さ
と
納
税
を

　

真
庭
市
が
も
っ
と
魅
力
あ
る
ま
ち
に
な

り
、
応
援
し
た
い
ふ
る
さ
と
と
し
て
発
展

す
る
た
め
に
は
、
地
域
内
外
が
連
携
し
た

取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
は
、真
庭
を
愛
す
る
人
と
つ
な
が
り
、

そ
れ
を
実
現
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
。
今
月

の
広
報
紙
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け
る
絵
は
が
き
を
挿
入
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
真
庭
の
冬
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
ミ
シ
ン
目
に

沿
っ
て
切
り
取
っ
て
い
た
だ
き
、
市
外
に

お
住
ま
い
の
知
人
や
友
人
の
皆
さ
ん
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。

市
役
所
窓
口
に
も
用
意
し
て
い
ま
す

　

絵
は
が
き
は
�
枚
�
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。
足
り
な
い
場
合
は
、
市
役
所
本

庁
舎
や
振
興
局
、
各
支
局
の
窓
口
に
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
）

　真庭市外に住んでいる人が、真庭市にふるさ

と納税をしたいと思った場合、どうすればいい

のでしょうか。真庭市では、まず「ふるさと納

税寄付金申出書」を提出していただき、希望す

る方法を選んで納入していただくこととしてい

ます。詳しくは、右の「ふるさと納税納入まで

の流れ」をご覧ください。

  教えて
！

ふるさ
と納税 ふるさと納税をしたい
でもどうすればできるの？

【ふるさと納税についての問い合わせ先】

　総合政策局総合政策課

　℡����-��-����　Ｆ Ａ Ｘ ����-��-����

広報紙への名前の掲載を承諾された場合に

は、「広報真庭」に名前を掲載し、掲載さ

れた広報紙をお送りしています。

ふる さ と納税の流れ

［ステップ１］ 寄付金申出書を入手
ふるさと納税をするには、まず「ふるさと納
税寄付金申出書」が必要です。真庭市ホーム
ページでダウンロードしていただくか、電話
などで請求してください。

［ステップ２］ 寄付金申出書を提出
「ふるさと納税寄付金申出書」を郵送、ＦＡＸ、電
子メール（ｓｏｇｏｓｅｉｓａｋｕ＠ｃｉｔｙ. ｍａｎｉｗａ. ｌｇ. ｊｐ）で総
合政策課に提出。直接持ち込みでも結構です。

［ステップ３］ 寄付金を納入
寄付金申出書に記載した方法で納入。
①銀行振込（振込手数料は個人負担）
　市がお知らせする口座に振り込み
②払込用紙による納入
　市が郵送する払込取扱票で納入
③現金書留
　送付した納入通知書を同封して郵送
④現金持参
　送付した納入通知書とともに市会計窓口に

▼

▼

　今年７月に実施した「愛 Ｌｏｖｅ 真庭ＰＲ大作戦」の第２弾とし

て、ふるさと納税をテーマにした絵はがきを用意しました。真

庭市民が一丸となってこの絵はがきを全国に発信し、真庭をも

っと元気で魅力あふれるまちにしていきましょう。皆さん、ご

協力をお願いします。

��������������	
����������
���������	
�

ラブ ピーアール

ぜひご活用
ください ！
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東
京
都
中
央
区
に
本
社
を
置
く
エ
ス
ア
ン
ド
エ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会

社
が
、
真
庭
産
業
団
地
に
進
出
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
同
社
は
、

主
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
食
品
容
器
の
製
造
販
売
を
す
る
会
社
で
、
西
日
本

で
の
事
業
強
化
な
ど
の
た
め
真
庭
産
業
団
地
南
�
号
地
（
約
�
千
�
�
�

平
方
�
）に
新
事
業
所
を
建
設
し
ま
す
。
投
資
額
は
約
�
億
�
千
万
円
で
、

平
成　

年
�
月
着
工
予
定
。
従
業
員
は
�
人
で
、真
庭
で
採
用
予
定
で
す
。

��

　

月　

日
に
は
、
市
役
所
本
庁
舎
で
立
地
協
定
式
が
行
わ
れ
、
同
社
と
岡

��

��

山
県
、
真
庭
市
の
�
者
に
よ
る
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

真
庭
産
業
団
地
に

新
た
に
立
地
決
定

エ
ス
ア
ン
ド
エ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ツ
�

【エスアンドエスプロダクツ株式会社】
創業：平成�� 年　本社：東京都中央区
工場：茨城工場、埼玉工場
代表取締役社長：仲田秀臣
資本金：�千万円　従業員数：��人
関連会社：新洸化成株式会社（茨城県）

協定書に押印し、協定を結んだ左から太田市長、仲田社
長、桐野岡山県産業労働部審議監

真
庭
市
に
新
し
い
企
業
が
立
地
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

明
る
い
話
題
で
、
ま
た
ひ
と
つ
、
地
域
が
元
気
に
な
れ
る
気
が
し
ま
す
。

そ
う
な
ん
で
す
。
今
、
こ
の
地
域
は
活
発
な
ん
で
す
。

さ
ら
に
飛
躍
し
た
い
と
、

皆
さ
ん
の
や
る
気
を
求
め
て
い
る
職
場
も
あ
り
ま
す
。

真
庭
の
職
場
で
、
あ
な
た
の
パ
ワ
ー
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

��
��
��
��
�

企業誘致

�
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定
し
ま
し
た
。
進
出
企
業
は
、
県

外
に
本
社
を
置
く
企
業
で
、
新
し

い
事
業
所
の
設
置
に
合
わ
せ
地
元

で
の
採
用
を
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成　

年
に
真
庭
産

��

業
団
地
で
稼
動
開
始
予
定
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
と
関
連
す
る

林
業
分
野
で
の
大
幅
な
雇
用
増
大

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
近
頃

よ
く
耳
に
す
る
の
が
、
雇
用
さ
れ

る
側
と
雇
用
す
る
側
と
の
思
い
に

差
が
あ
り
、
な
か
な
か
就
業
に
結

び
つ
か
な
い
と
い
う
問
題
で
す
。

解
決
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
各
種
支
援
に
よ
る
産
業
振
興

を
継
続
し
な
が
ら
、
新
し
く
「
人

と
企
業
」
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
に

も
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
ま
す
。

真
庭
の
人
が
地
元
に
住
み
、
真
庭

で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
雇
用
拡

大
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
の
雇
用
を
考
え
る
時
、
平

成　

年
の
景
気
悪
化
が
与
え
た
影

��
響
は
、
と
て
も
大
き
い
も
の
で
し

た
。
正
社
員
・
パ
ー
ト
の
求
人
が

共
に
減
少
し
、
有
効
求
人
倍
率
は

�
・
�
倍
程
度
ま
で
低
下
し
ま
し

た
。
そ
の
後
全
国
的
な
景
気
は
徐 

々
に
持
ち
直
し
て
く
る
の
で
す
が
、

雇
用
情
勢
は
厳
し
い
状
況
が
続

き
、「
就
職
氷
河
期
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
�
年
ほ
ど
の
求
人

倍
率
の
数
字
を
見
る
と
、
�
倍
を

超
え
る
と
き
も
あ
り
、
以
前
よ
り

若
干
良
い
状
況
の
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
今
年
は
、
�
年
ぶ
り
に
真

庭
産
業
団
地
へ
の
企
業
立
地
が
決

　

真
庭
産
業
団
地
へ
の
企
業
立
地
が
徐
々
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
地
域

の
雇
用
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
商
工
観
光
課
の
須
田
昌
宏
課
長
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

今
ま
さ
に
雇
用
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る

こ 
の 
チ 
ャ 
ン
ス
を
ど
う
す
る
の
か

写真①企業の立地が進む真庭産業団地②今回分譲が決まった
真庭産業団地南�号地③ものづくりの現場を高校生が見学 
（�／� 株式会社佐田建美）④地域資源を見つめ直すセミナー⑤
高齢者体験をする中学生⑥商品へのこだわりを学んだ企業見
学（��／� 株式会社サラダクラブ）

県内ハローワーク別有効求人倍率�
（平成25年9月）�

ハローワーク津山の有効求人倍率の動向�
（平成24年9月～平成25年9月）�

岡山県�

1.31

有効求人倍率 津山　　�
有効求人倍率 岡山　　�
有効求人倍率 全国�

有効求人　　�
有効求職　　�
求人倍率�

1.47

1.15

1.38

1.12

0.96

1.19

0.92

1.41

岡山� 津山�倉敷中央�玉野� 和気� 高梁� 笠岡�西大寺�
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人
と
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ

そ
し
て
定
住
・
雇
用
へ

真庭市産業観光部商工観光課

 須  田  昌  宏  課長
す だ まさ ひろ

�

�

� �

�

※有効求人倍率とは、求職者に対する求人の割合を示す数値です
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ア
サ
ヒ
フ
ォ
ー
ジ
株
式
会
社
岡

山
真
庭
工
場
は
、
平
成　

年
�
月

��

に
真
庭
産
業
団
地
に
完
成
し
ま
し

た
。
熱
し
た
鉄
を
型
に
押
し
込
む

熱
間
プ
レ
ス
鍛
造
に
よ
り
、
主
に

自
動
車
部
品
（
ハ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
）

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
従

業
員
は　

人
で
、
う
ち　

㌫ 
は
地

��

��

元
雇
用
で
す
。
数
字
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
地
元
採
用
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
工
学
系
出

身
者
を
中
心
に
毎
年
数
人
ず
つ
の

採
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

岡
山
県
内
は
も
と
よ
り
市
内
で

も
、
ま
だ
ま
だ
会
社
の
認
知
度
が

低
い
と
感
じ
て
い
て
、
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
か
を
少
し
で
も

地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
地
元
高
校
生
の
企
業
見
学

を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
高
校
生
が
就
職
を
考
え
る
時

や
、
い
っ
た
ん
外
に
出
て
行
っ
た

後
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
考
え
る
時

な
ど
に
、
あ
ん
な
会
社
が
あ
っ
た

な
と
思
い
出
し
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
私
も
Ｕ
タ

ー
ン
就
職
者
で
す
。
た
だ
し
、
私

の
場
合
に
は
、
地
元
の
企
業
や
雇

用
状
況
を
知
ら
な
い
状
態
で
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
偶
然
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
、
今
の
会
社
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
採
用
さ
れ

ま
し
た
。望
ま
し
い
形
と
し
て
は
、

会
社
の
こ
と
を
正
し
く
認
知
し
て

も
ら
っ
た
上
で
、
入
社
を
希
望
さ

れ
る
よ
う
な
企
業
に
な
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
と

し
て
、
企
業
見
学
な
ど
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

アサヒフォージ㈱ 総務課主任

 岸  本  隆   さん
きし もと たかし

産業サポートセン ター

　さまざまな産業支援に取り組んでいる真庭市産業

サポートセンターが、今年初めて、市内の高校を対

象とした企業見学を行いました。「人と企業」をつな

ぐ取り組みに関わったお二人に話を伺いました。

産業支援などのお問い合わせは

真庭市産業サポートセンター事務局
〒���-���� 真庭市久世����-�
（真庭市産業観光部バイオマス政策課内）
℡����-��-����　Ｆ ＡＸ����-��-����
ＨＰ：ｈｔｔｐ： / /ｗｗｗ�ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ/ｈｔｍｌ/ｓａｎｇｙｏ_ｓｕｐｐｏｒｔ/

　

真
庭
高
校
久
世
校
地
に
は
、
進

学
希
望
と
比
べ
就
職
希
望
の
生
徒

が
多
く
、
入
学
当
初
か
ら
「
就
職
」

を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
�
年
次
に
は

面
接
練
習
や
外
部
講
師
を
招
い
て

の
仕
事
体
験
講
座
、
�
年
次
に
は

段
取
り
か
ら
成
果
の
発
表
ま
で
を

生
徒
自
身
が
行
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
。
就
職
希
望

先
と
し
て
は
、
以
前
か
ら
地
元
志

向
が
強
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
て
く
れ
た
企
業
見
学
に
参
加

し
、
生
徒
に
と
っ
て
は
、
初
め
て

仕
事
の
現
場
や
地
元
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
�
年
の
春
、「
働
く
」意

識
が
ま
だ
低
い
中
で
の
企
業
見
学

で
、
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
自
分

の
将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
、
秋
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ

と
う
ま
く
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
現
場
を
見

て
、
仕
事
の
厳
し
さ
や
責
任
の
重

さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　

高
校
生
が
経
験
さ
せ
て
も
ら
う

貴
重
な
体
験
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
、
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
企
業
見
学
だ
け
で
な
く
、

本
当
に
よ
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る

と
常
々
感
じ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
お
世
話
に
な
っ
た
生

徒
に
は
、そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、

地
元
に
就
職
す
る
と
い
う
形
で
、

恩
返
し
を
し
て
く
れ
た
ら
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

真庭高校久世校地 ��学年主任

 河  本  亮 二   さん
こう もと りょう じ

鍛造工程の説明を聴く勝山鍛造工程の説明を聴く勝山高校蒜山校地高校蒜山校地
の生徒（の生徒（����//�� アサヒフォージ株式会社） アサヒフォージ株式会社）

完成した人工芝に見入る真庭高校久世校地完成した人工芝に見入る真庭高校久世校地
の生徒（の生徒（��//��近藤ライト工業株式会社）近藤ライト工業株式会社）

「
働
く
」意
識
が
芽
生
え
る

地
元
就
職
で
恩
返
し

会
社
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会

積
極
的
に
受
け
入
れ
た
い
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看護就職フ ェア

　看護の仕事を紹介する「真庭看護就職フェア（岡

山県看護協会真庭支部など主催）」が��月��日、

久世エスパスで開催されました。病院や介護施設、

学校などがブースや体験コーナーを設置し、職場

紹介や進学相談を行いました。主催代表者と参加

者のお二人にお話を伺いました。

理
解
か
ら
人
材
の
確
保
へ

　

医
療
機
関
や
学
校
な
ど
と
協
力

し
、
真
庭
看
護
就
職
フ
ェ
ア
を
市

内
で
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
県

看
護
協
会
で
は
、
岡
山
市
、
津
山

市
な
ど
で
の
開
催
実
績
が
あ
り
ま

す
。
各
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

取
り
組
み
が
必
要
で
、
看
護
師
不

足
に
悩
む
県
北
部
で
も
、
課
題
解

決
に
向
け
、
徐
々
に
こ
う
い
っ
た

動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。真
庭
地
域
の
課
題
と
し
て
は
、

看
護
科
高
校
が
あ
っ
て
も
、
地
元

か
ら
の
進
学
が
少
な
い
こ
と
な
ど

も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

フ
ェ
ア
開
始
直
後
か
ら
、
中
高

生
や
再
就
職
希
望
者
ら
が
会
場
を

訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
潜
ん
で
い

る
看
護
職
へ
の
関
心
の
高
さ
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。フ
ェ
ア
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
全
体
で
、
看
護
職
や
病
院
、

施
設
、
学
校
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ

れ
が
最
終
的
に
人
材
の
確
保
へ
と

つ
な
が
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

安
心
さ
せ
ら
れ
る
看
護
師
に

　

病
院
は
怖
く
て
、
行
き
た
く
な

い
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
笑
顔
で
接
し
て

く
れ
、
安
心
で
き
る
存
在
の
看
護

師
さ
ん
が
居
ま
し
た
。
そ
ん
な
経

験
か
ら
「
看
護
師
に
な
り
た
い
。」

と
思
い
始
め
た
の
が
、
中
学
�
年

に
な
っ
た
頃
か
ら
で
す
。

　

フ
ェ
ア
に
参
加
し
、
看
護
科
の

高
校
生
や
看
護
師
と
し
て
働
い
て

い
る
人
た
ち
の
話
が
聞
け
て
、
看

護
職
の
こ
と
が
詳
し
く
分
か
っ
た

し
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。
私
と
同
じ
よ
う

に
、
ぼ
ん
や
り
と
夢
見
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
現
役

で
仕
事
を
し
て
い
る
人
に
も
出
会

い
、
看
護
師
を
よ
り
身
近
な
職
業

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
地
元
に
居
た

い
し
、
将
来
真
庭
の
役
に
も
立
ち

た
い
の
で
、
進
学
も
就
職
も
地
元

で
考
え
ま
す
。
頑
張
っ
て
勉
強
し

て
、
患
者
さ
ん
を
安
心
さ
せ
ら
れ

る
看
護
師
を
目
指
し
ま
す
。

岡山県看護協会真庭支部長

 梶  谷  美  智 代   さん
かじ たに み ち よ

 上  原  夕 奈   さん
かみ はら ゆう な

（蒜山中学校�年）

地域雇用創造協議会
　商工会や農協、観光関連団体、行政などが手を
取り連携し、真庭地域の雇用情勢を良くするため
に、真庭市地域雇用創造協議会が組織されていま
す。雇用される側と雇用する側の両方を支援しよう
と、求職者のスキルアップや雇用拡大につながるセミ
ナーなどを開催。中でも特化しているのは、観光資源
の魅力アップなどによる観光産業の振興です。観光
客増を雇用機会増大につなげることが狙いです。

◆��月開催予定のセミナー
ホームページを活用した情報発信講座、ＨＰ&ソ
ーシャルメディア情報発信力強化セミナーなど
　

真庭市地域雇用創造協議会
〒���-���� 真庭市久世����-�
（真庭市産業観光部商工観光課内）
℡����-��-����　Ｆ ＡＸ����-��-����
Ｈ Ｐ：ｈｔｔｐ：/ /ｗｗｗ� ｍａｎｉｗａｋｏｙｏｕ � ｃｏｍ/

看護就職フェア会場の様子

写真上：パソコン講座（�/�）
写真左：大阪での試食商談会
「真庭の食材・特産品」（�/��）

仕事を探している方はこちらへ

真庭市ふるさとハローワーク
（地域職業相談室）
〒���-����真庭市久世����-�
真庭市役所第�庁舎�階
℡����-��-����　Ｆ ＡＸ����-��-����
業務時間：月～金曜日
�：��～��：��（祝祭日、年末年始除く）
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月　

日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
真
庭
市

��

��

防
災
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幅
広
い
意

見
を
集
約
し
計
画
に
反
映
す
る
た
め
、
地

元
団
体
な
ど
か
ら
有
識
者
を
増
員
し
、
委

員
を　

人
と
し
ま
し
た
。
市
は
、
東
日
本

��

大
震
災
や
平
成　

年
台
風　

号
災
害
な
ど

��

��

の
大
規
模
災
害
を
踏
ま
え
、
災
害
の
種
類

ご
と
に
対
策
強
化
内
容
を
盛
り
込
む
な
ど

抜
本
的
な
修
正
を
行
う
こ
と
と
し
、
真
庭

市
地
域
防
災
計
画
の
修
正
案
を
作
成
。
現

在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

平
成　

年
度
真
庭
市
防
災
会
議

��

多
様
な
災
害
に 
備
え 
計
画
修
正

地域防災計画の改訂などについて協議

　

市
消
防
本
部
や
開
田
自
主
防
災
会
な
ど
が
合
同
で
行

う
公
開
消
防
訓
練
が　

月
�
日
、
真
庭
リ
バ
ー
サ
イ
ド

��

ホ
テ
ル
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
大
雨
で
避
難
勧
告
が
出

さ
れ
た
開
田
地
区
住
民
が
避
難
場
所
の
同
ホ
テ
ル
へ
避

難
、
そ
こ
で
落
雷
に
よ
る
火
災
が
発
生
す
る
と
い
う
想

定
。
訓
練
に
は
、
地
区
住
民
や
ホ
テ
ル
従
業
員
な
ど
約

　

人
が
参
加
し
、
災
害
発
生
か
ら
避
難
ま
で
の
一
連
の

��流
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
消
防
団
落
合
方
面

隊
に
よ
る
初
期
消
火
、
救
助
隊
が
逃
げ
遅
れ
た
ホ
テ
ル

利
用
客
を
救
出
す
る
模
擬
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

写真上：火災発生場所となっ
たチャペルとカラオケルーム
から避難する避難者役の住民
ら　写真左：消防隊員の指導
で、竹竿と毛布を使った担架
の作り方や負傷者の搬送方法
などを学びました

合同公開消防訓練合同公開消防訓練

災害に強い地域を目指して災害に強い地域を目指して

■ご意見の募集期間　��月��日�まで
■公表資料の入手方法　市ホームページからダ
ウンロードしていただくか、危機管理課および
振興局、各支局総務振興課で入手できます
■意見を提出できる人
　（�）市内に住所を有する人
　（�）市内に事務所または事業所を有する個人
　　および法人その他の団体
　（�）市内の事務所または事業所に勤務する人
　（�）市内の学校に在学する人
　（�）その他この案件に利害関係のある人
■提出方法　パブリックコメント意見提出様式
に住所、氏名および連絡先を記入して提出
　（�）直接提出　危機管理課または振興局、
　　　　　　　　各支局総務振興課まで
　（�）郵送　〒���-����真庭市久世����-�
　　　　　　真庭市危機管理課　宛
　　　　　　※��月��日�当日の消印有効
　（�）ファクシミリ　Ｆ Ａ Ｘ ����-��-����
　（�）電子メール　ｋｉｋｉｋａｎｒｉ @ ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

�問 　危機管理課　℡������������

真庭市地域防災計画（案）について

����������	�
���
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市政に関する動きの一部を紹介します

日中交流事業で来日中の
中国市長代表団（貴州省
銅仁市・夏慶豊市長が団
長）が真庭市に視察に訪
れました。市役所で真庭
市の取り組みを太田市長
が紹介。懇談後は、市内
のバイオマス関連施設な
どを見学しました。

��������中国市長代表団が真庭市に

美作国建国����年を記念
する街道歩き「久世宿・
勝山宿コース」が行われ
ました。旧遷喬尋常小学
校での懐かしの学校給食
からスタート。勝山宿の
会の案内で歴史・観光ス
ポットを巡りながら、旧
出雲街道を歩きました。

��������久世宿から勝山宿への街道歩く

落合小で交流学習が行わ
れました。来年度から津
田小が休校し落合小へ統
合することを受け、津田
小児童が学校や友達に慣
れることを目的に行って
います。児童らは、学年
ごとに分かれて仲良く授
業を受けました。

��������交流学習で一緒に学び、友情を育む

�
������

木
山
神
社
本
殿
修
理
見
学
説
明
会

歴
史
建
築
の
技
法
を
間
近
に

屋根の葺き替え作業を見学する参加者

　

平
成　

年
度
か
ら
保
存
修
理
を
行
っ
て

��

い
る
木
山
神
社
本
殿
の
見
学
説
明
会
が
、

　

月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
見
学
会
に

��

��

は　

人
が
参
加
し
、
普
段
見
る
こ
と
が
で

��
き
な
い
本
殿
の
構
造
や
技
法
、
職
人
の
作

業
な
ど
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
弘
仁
�

年（
�
�
�
年
）創
建
と
伝
え
ら
れ
る
同
神

社
の
本
殿
は
、
岡
山
県
指
定
の
重
要
文
化

財
。
台
風
に
よ
る
破
損
や
腐
朽
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
屋
根
の
葺
き
替
え
や
縁
回

り
の
組
み
直
し
を
進
め
て
お
り
、
修
理
工

事
は
平
成　

年
�
月
ま
で
の
予
定
で
す
。

��

こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

師走に当たり想うこと
　平成��年もはや師走。「歳月人を待たず」、「光陰矢の

如し」などの言葉がありますが、今年が速く過ぎたと、

多くの方が実感されているのではないでしょうか。そし

て、あれもしていないと、これもできていないと…。し

かし、精神を集中すればかなりのことができます。私も、

充実した�年であったと、大晦日に自分を褒めてやること

ができるよう、残り�カ月間も市民福祉の向上のため全力

で走ります。皆さまのご厚情に感謝しつつ。

議
会
地
域
報
告
会

議
会
の
活
動
を
直
接
伝
え
る

要望や提案が出された意見交換の様子

　

真
庭
市
議
会
地
域
報
告
会
が　

月
�
〜

��

　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
�
月
に
施

��行
さ
れ
た
真
庭
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

い
て
開
か
れ
た
も
の
で
今
回
が
初
。
市
内

�
地
域
に
会
場
を
設
け
、
�
班
に
分
か
れ

た
議
員
が
各
会
場
で
報
告
を
し
ま
し
た
。

議
会
の
活
動
や
こ
れ
ま
で
の
主
な
審
議
内

容
な
ど
に
つ
い
て
市
議
会
議
員
が
参
加
し

た
市
民
に
直
接
説
明
。
そ
の
後
に
行
わ
れ

た
意
見
交
換
で
は
、
議
会
へ
の
要
望
や
市

事
業
や
財
政
に
つ
い
て
の
意
見
・
提
案
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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地域の相談役＝民生委員児童委員へ何でもご相談ください
お知らせワ イ ド
���������	����
����

「発達障がい」を考えるフォーラム理解を深めよう
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
は
、
地
域
住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
援
助
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。　

月
�
日
に
各
委
員
の
改

��

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
困
り
ご
と
が
あ
る
と
き
は
、

お
近
く
の
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�問
 
　

健
康
福
祉
部
福
祉
課　

中
島

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

【
ご
近
所
か
ら
】

・
高
齢
者
世
帯
に
頻
繁
に
セ
ー
ル
ス
の
人
が
来

　

て
い
る
。
ど
う
も
様
子
が
お
か
し
い
。

・
小
学
校
の
通
学
時
に
、
不
審
な
人
が
立
っ
て

　

い
て
心
配
だ
。

・
遅
い
時
間
に
出
歩
く
な
ど
、
子
ど
も
の
様
子

　

が
気
に
な
る
家
庭
が
あ
る
。

【
ご
家
族
か
ら
】

・
母
は
高
齢
で
一
人
暮
ら
し
。
気
に
か
け
て
や

　

っ
て
く
だ
さ
い
。

【
ご
本
人
か
ら
】

・
障
が
い
が
あ
る
の
で
、
災
害
発
生
時
に
は
支

　

援
し
て
欲
し
い
。

・
日
常
の
生
活
に
不
便
を
感
じ
る
。
な
ど

子
育
て
、高
齢
者
の
生
活
か
ら

地
域
の
安
全
安
心
ま
で

何
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す

例
え
ば
…
こ
ん
な
時
に

福祉フォーラム  ｉｎ  真庭 

   “ふつう” って なに？
����������������	
����������

参加無料。 手話通訳・要約筆記有り

　真庭地域自立支援協議会では、障がいのある人
が、安心して暮らすことのできる地域づくりを目
指して、「福祉フォーラム ｉｎ 真庭」を開催します。
今年は、「“ふつう”ってなに？」をテーマに、発
達障がいについて、市民みんなで学びます。
�問   協議会事務局（真庭地域生活支援センター内）
　 ℡����-��-����　Ｆ ＡＸ����-��-����　　   　　　 

演題�

「発達障がいの理解を深める」
～子供と大人のＡＤＨＤ・ＬＤ・アスペルガー症候群
　の理解と対応を中心に考える～

講師�
福島学院大学副学長

星野仁彦氏
プロフィール：
 ����年福島県生まれ。心療内
科医・医学博士。福島学院大
学副学長。福島県立医科大
学卒で、専門分野は、児童青
年精神医学、精神薬理学、ス
クールカウンセリングなど。

 「美作福祉部隊 リカ イヒ ロ メ タインジャ ー  只 今参 上」
出演�
美作大学・リ カ イヒロメ
タインジャー

 第�部：基調講演（��：��～）  第�部：アトラクション（��：��～）

 第�部：シンポジウム（��：��～）

「つなげよう ！   つながろう ! ! 」
～支援の目指す方向を考える～
◆その他◆
　福祉事業所製品の販売や紹介展示も行います。また、
ホリデーサービス（先着��人）を無料で行います。希望す
る人は、��月��日�までに事務局にお申し込みく ださい。

平成�� 年 �月��日 （土）
午前��時～午後�時��分

会場 ： 勝山文化センター
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��/�  コンサートチケット発売文化の薫るまち まにわ
お知らせワ イ ド
���������	����
����

豊かな老後の生活のために国が支える。安心が大きくなる
お知らせワ イ ド
���������	����
����

宝
く
じ 
コ
ン
サ
ー
ト 
開
催
決
定
！

�
�
�
�
��
�
�
	


��
	
��

�
�

�
�
�
�
�
�

　

「
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
聴
い
て
み
た
い
。」
と
い
う
市
民
の
夢
が
つ
い
に

実
現
し
ま
す
。
真
庭
市
で
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
に
よ
る

特
別
価
格
の
宝
く
じ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。　

月
�
日
�
、
前
売
り
券

��

の
発
売
で
す
。

平成��年 �月 � �日�
開場/��：��　開演/��：��

会場/エスパスホール
問い合わせ/（公財）真庭エスパス文化振興財団
　　　　　　℡����-��-����

■プログラム
メンデルスゾーン／ヴァイオリン協奏曲
モーツァルト／交響曲第��番「ジュピター」ほか
指揮：飯守泰次郎　ヴァイオリン：松山冴花
管弦楽：新日本フィルハーモニー交響楽団
■入場料金（税込み）［全席指定］
一般：�����円（当日�����円）　高校生以下：�����円（当日�����円）
※未就学のお子さんの同伴・入場はご遠慮ください。託児サービスを事前に
お申し込みください。締め切りは、�月�日�まで。

■チケット取り扱い
久世エスパスセンター、真庭いきいきテレビ、ゆめタウンイズミ久世
店、落合ショッピングセンターサンプラザ、マルイ勝山店、勝山文化
往来館ひしお、早川太鼓  ほか

○C  K. M I URA

　農業者の皆さん、老後生活への備えは十分ですか。しっかり積
み立て、がっちりサポートしてくれる、そんな頼りになる農業者
のための年金制度が「農業者年金」です。もちろん、家族農業従
事者も加入できます。詳しくは、お問い合わせください。

�問   農業委員会事務局　℡����-��-����

◆加入対象者（次の①～③を満たす人）
①国民年金の第�号被保険者（国民年金保険料納
　付免除者を除く。）
②年間��日以上農業に従事する人
③��歳未満の人
◆保険料
　加入者が必要とする年金額の目標に向けて、月
額�万円～�万�千円の間で千円単位で自由に決
められ、経営の状況などに応じて見直せます。

◆税制面の優遇措置
・支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対
　象になり、所得税・住民税が節税になります。
・保険料を農業者年金基金が運用して得られる収
　益（運用益）は非課税です。
・将来受け取る農業者年金には、公的年金等控除
　が適用されます。
◆その他　認定農業者など一定の要件を満たす場
合は、保険料の国庫補助があります。

写真はイメージです写真はイメージです

農業者一人一人を応援する安心の制度

��������������
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業務日程をお知らせします火葬場・クリーンセンター
お知らせワ イ ド
���������	����
����

○クリーンセンター業務カレンダー

����/���　
～�/��

������／��

日土月日土

休み収集ごみのみ
受け入れ

休み収集ごみのみ
受け入れ受け入れ休み

コスモスクリーンセンターご
み
の
持
ち
込
み

受け入れ休み
クリーンセンターまにわ

真庭北部クリーンセンター

休み

特別収集

休み

特別収集

休み

休み

北房

コスモス

家
庭
ご
み
の
収
集

休み
木山・美川
西河内・市瀬・天津

落
合

特別収集休み
河内・川東・津田
落合垂水・向津矢
西原・下見

休み

休み※特別収集
月・木
収集コース久

世

ま に わ
特別収集休み

火・金
収集コース

休み※特別収集
月・木
収集コース勝

山

特別収集休み

火・金
収集コース

美甘・湯原
真庭北部

休み特別収集蒜山

����������

��������������
　年の瀬が近づいてきました。年末年始の各火葬場の業務、各クリーンセンターのごみの受け入れ、家庭ご
み収集についてお知らせします。各家庭の年末の大掃除などは、計画的に進めましょう。

�問   市民環境部環境課　℡����-��-����

■火葬場（真庭・北部・美新）
　市内�つの火葬場は、年末は��月��日�まで業務

を行い、平成��年�月�日�から業務を開始します。

※平成��年�月�日�～�日�までは、休業します。

※ただし、死亡届など戸籍の届け出や火葬場の予約

は、市役所本庁舎・蒜山振興局で随時受け付けます。

■クリーンセンター（コスモス・まにわ・真庭北部）
　各クリーンセンターは、下記の日程表のとおりのごみの受け入れ・収集を行います。

　持ち込みごみの受入時間は、いずれの施設も午前�時～正午、午後�時～午後�時��分までです。収集品

目は、各地区の収集日程表を確認してください。

※特別収集は、燃えるごみに限り収集します。

※久世地区の月・木収集�コース、勝山地区の勝山・城北ルートの皆さんへ��/��の乾電池・金属類（小） ・粗大ごみの収
集は、��/���に振り替え、収集します。
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廃食油引取業者も同時募集ごみ収集事業者を募集
お知らせワ イ ド
���������	����
����

家庭ごみの収集運搬などの事業者を募集

���������������������
　真庭市では、一般家庭ごみ収集運搬業務の受託事業者と一般家庭廃
食油引取事業者をそれぞれ募集します。業務の開始は、平成��年�月
からです。希望する事業者は、��月��日�までに申請書類などを環境
課へ提出してください。

�問   市民環境部環境課　廃棄物対策グループ　℡����-��-����

 一般家庭ごみの収集運搬業務

◆業務内容
・一般家庭ごみの収集と運搬
◆業務区域
①コスモスクリーンセンター管内（北房地区）の
　区域
②同センター管内（落合地区）の区域
③クリーンセンターまにわ（久世地区）の区域
④同センター管内（勝山地区）の区域
⑤真庭北部クリーンセンター管内（美甘・湯原・
　蒜山地区と新庄村）の区域
◆委託期間

平成��年�月から�年間

◆応募要件
・真庭市内に本社を有する法人
◆提出書類
①廃棄物の処理及び清掃に関する法律、真庭市廃
　棄物の処理及び清掃に関する条例のほか、各種
　法令・規則などで定める書類
②申請書など、市が指示する書類
　（環境課でお渡しします。）
◆受付締切
　��月��日�午後�時まで（必着）
◆事業者の決定
・提出書類に基づき、資格審査を行った上で、審
　査委員会に諮り、指名事業者を決定します。
・指名競争入札により、受託事業者を決定します。

 一般家庭廃食油の引取業務

◆提出書類
・申請書など、市が指示する書類
　（環境課でお渡しします。）
◆受付締切
　��月��日�午後�時まで（必着）
◆事業者の決定
・提出書類に基づき、資格審査を行った上で、審
　査委員会に諮り、事業者を決定します。

 一般廃棄物を収集運搬しようとする事業者の皆さんへ

平成��年�月から�年間

　真庭市では、商店や事業所などから出るごみを収集運搬する「一般廃棄物収集運搬業」の許可業者の
受け付けを行います。対象になる年度は、平成��～��年度までです。更新や新たに申請をする場合には、
環境課にお問い合わせください。

�問   市民環境部環境課　廃棄物対策グループ　℡����-��-����

申請時期が来ました。手続きをお忘れなく

��・�����������������

◆許可対象年度

平成��年��������
◆受付期間

平成��年���������������������

◆業務内容
・一般家庭廃食油の引き取りと資源化
◆業務区域
・真庭市全域
◆委託期間

◆応募要件
・市内に本社を有し、廃食油引受施設を持つ法人
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平成��年��月�日現在
（　）は前月との比較

M ani w a ��

　

「
事
故
ゼ
ロ
で
笑
顔
で
過
ご
す

年
末
年
始
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

　

月
�
日
〜
�
月
�
日
ま
で
、
年

��末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運

動
を
実
施
し
ま
す
。
ゆ
と
り
と
譲

り
合
い
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
安

全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点
目
標
と
推
進
項
目

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
夕
暮
れ
時
・
夜
間
に
お
け
る
交

通
事
故
防
止

④
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

⑤
暴
走
族
の
追
放

　

真
庭
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　

岡
山
県
最
低
賃
金
額
が
、　

月
��

　

日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
最

��低
賃
金
制
度
は
、
法
に
基
づ
い
て

国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、

使
用
者
は
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上

の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
制
度
で
す
。
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

■
最
低
賃
金
額　

時
間
額
�
�
�

円
（
改
定
前
�
�
�
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
労
働
局

労
基
準
部
賃
金
室

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　
　

月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

��
せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。（
代
理
の
人
の
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。）

■
日
時　
　

月　

日
�
、　

日
�

��

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
中
山

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

年
金
相
談（
無
料
）

ご
相
談
く
だ
さ
い

岡
山
県
最
低
賃
金

全 
て
の
労
働
者
に
適
用

　

真
庭
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
専
門
相
談
員
に
よ
る
消
費
生

活
相
談
を
平
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
時
間
は
、
午
前
�
時
か

ら
正
午
ま
で
、
午
後
�
時
か
ら
�

時　

分
ま
で
で
す
。
ま
た
、
通
常

��
の
相
談
の
ほ
か
に
、
地
区
を
決
め

た
巡
回
相
談
日
を
月
�
回
設
け
て

い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
地
区
巡
回
相
談
（
北
房
）】

■
日
時　
　

月　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
正
午

��

■
場
所　

北
房
支
局

■
相
談
内
容　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
苦
情
や
相
談
、
多
重
債

務
で
お
困
り
の
こ
と
な
ど

■
電
話
相
談

北
房
支
局
市
民
福
祉
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

気
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
相
談
を

■日時　��月��日� 午後�時～
■場所　リサイクルプラザまにわ
■参加費　���円
■定員　��名
■申込期限　��月��日�
■申し込み・問い合わせ先
　リサイクルプラザまにわ
　℡����-��-����
※道具は主催者が用意します。

交流とふれあいの場として文化祭を開催します。展示や
舞台、ふれあいコーナーなどを設けてお待ちしています。

�問   落合人権・福祉センター　℡����-��-����

リサ イ クルプラザ手芸教室

�����

　今回は、来年の

干支の午（うま）の

絵を描く一筆画教

室です。幸運が来

ることを願って、白

馬の登り馬を一筆

で描きませんか。

●展示発表
　教養講座生、デイサービス利用者などの作品

●舞台発表 （�日のみ ��：��～）
　カラオケ、大正琴、舞踊、フラダンスなど

●ふれあいコーナー （�日のみ ��：��～��：��）
　うどんや豚汁などの販売、展示即売、お茶席

���/����
�����������

落合人権・福祉センター�

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

安
全
運
転
を
心
掛
け
よ
う



　

家
庭
内
で
の
暴
力
に
悩
ん
で
い

る
、
夫
婦
間
や
親
子
間
が
う
ま
く

い
か
な
い
な
ど
、
家
庭
全
般
の
悩

み
ご
と
や
女
性
の
皆
さ
ん
が
抱
え

て
い
る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
一
緒
に
考

え
ま
す
。
都
合
に
よ
り
開
催
し
な

い
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
週
火
曜
・
木
曜
日　

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

農
業
の
担
い
手
減
少
や
高
齢
化

に
よ
っ
て
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え

て
農
地
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
す
。
大
切
な
農
地
を

守
り
、
耕
作
放
棄
地
を
発
生
さ
せ

な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
岡
山
県

で
は
、　

月
、　

月
を
「
耕
作
放

��

��

棄
地
解
消
強
化
月
間
」
と
し
て
い

ま
す
。�
地
域
ぐ
る
み
で
農
地
を
守

る
日
�
を
設
け
て
、
耕
作
放
棄
地

を
発
生
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

【
農
地
を
考
え
る
日
】地
域
で
話
し

合
い
の
場
を
設
け
て
、
農
作
物
の

作
付
状
況
、不
作
付
け
地
の
状
況
、

農
道
・
水
路
な
ど
の
農
業
用
施
設

に
つ
い
て
考
え
る
日

【
一
斉
耕
う
ん
の
日
】
土
づ
く
り
・

雑
草
防
除
・
景
観
保
全
の
た
め
の

「
耕
う
ん
」
を
、
地
域
ぐ
る
み
で
一

斉
に
取
り
組
む
日

【
一
斉
草
刈
り
の
日
】耕
作
放
棄
地

や
イ
ノ
シ
シ
の
隠
れ
場
と
な
る
山

ぎ
わ
の
「
草
刈
り
」
な
ど
を
、
地

域
ぐ
る
み
で
一
斉
に
取
り
組
む
日

岡
山
県
・
岡
山
県
耕
作
放
棄
地
解

消
対
策
協
議
会

　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
が
平

��

成　

年　

月　

日
を
基
準
日
と
し

��

��

��

て
実
施
さ
れ
ま
す
。
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
た
統
計
調

査
で
、
わ
が
国
の
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
中
小

企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
を
行

う
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。
統
計
調
査
員
が
対

象
と
な
る
事
業
所
に
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
調
査
期
間　
　

月
下
旬
〜
来
年

��

�
月
中
旬

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課　

八
木

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��� Maniwa

女
性
相
談
・
家
庭
相
談（
無
料
）

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

 
耕
作
放
棄
地
解
消
強
化
月
間

大
切
な
農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う

工
業
統
計
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

��������	
����

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

��������	
�

・江川地区（�工区）管渠工事（下水道課）

　㈱岡真土建工業所…����������円

・本郷地区（�工区）管渠工事（下水道課）

　㈱三木工務店…����������円

・赤野地区（�工区）管渠工事（下水道課）

　志田工業㈱…����������円

・落合小学校耐震補強・大規模改修実施設計業務

　（教育総務課）

　㈱村上建築設計事務所…����������円

・落合橋橋梁補修調査設計業務（建設課）

　㈱エイト日本技術開発中国支社…���������円

・真庭市都市計画基礎調査業務（都市住宅課）

　㈱エイト日本技術開発中国支社…���������円

・蒜山簡易水道量水器等（�工区）交換工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　㈲多久間設備工業…���������円

・蒜山簡易水道量水器等（�工区）交換工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　㈲小椋工務店…���������円

・北房ダム堆砂測量業務（北房支局総務振興課）

　大島技術コンサルタント㈱…���������円

��������	��


・金屋地区（�工区）管渠工事（下水道課）

　㈱平田建設…���������円

・屋外防災告知放送施設整備工事（危機管理課）

　コムパス㈱…���������円

・津田小学校屋内運動場屋根・外壁修繕工事

　（教育総務課）

　谷口建設㈱…���������円

・市営寺前住宅屋根外壁塗装改修工事

　（都市住宅課）

　㈱松岡建設…���������円

・蒜山下和地区山腹崩壊復旧工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　松尾工業㈱…����������円

　※��ページに続く。

来年 ��月 か ら
　ごみの減量化と資源化を図るために、平成��年�月から、使用済み小型家電
を資源ごみとして集めます。資源ごみの袋に入れて、収集日にごみステーショ
ンに出してください。なお、盗難や個人情報流出の恐れがあるものは、市役所
各庁舎に回収ボックスを設置しますので、そちらに入れてください。

�問   市民環境部環境課　南・松尾　℡����-��-��������

小型家電…携帯電話、パソコン、電卓、ドライヤー、アイロン、電子レンジ、ラジオ、炊飯器など
※家電リサイクル法対象品（テレビなど）は対象外



�������

�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�谷田医院（外）・蒜山
　����-��-����
�本山医院（内）・落合
　����-��-����
�日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�前原医院（内）・久世
　����-��-����
�米田医院（内）・勝山
　����-��-����
 ��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�中井医院（内）・勝山
　����-��-����
 ��日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�イケヤ医院（内）・久世
　����-��-����
 ��日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�宮島医院（内）・勝山
　����-��-����
 ��日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�まにわ整形外科（外） ・久世
　����-��-����
�杉山医院（内）・久世
　����-��-����
 ��日
�中山病院・久世
　����-��-����
�松坂医院（内）・久世
　����-��-����
�河本医院（内）・落合
　����-��-����
 ��日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�さくもとクリニック（外）・北房
　����-��-����
�まつうら医院（内）・ 久世
　����-��-����

　
�日
�金田病院・落合
　����-��-����
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�日
�中山病院・久世
　����-��-����
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����

�����

　

つ
や
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
就
職
・
就
学

な
ど
を
し
て
い
な
い　

〜　

歳
の

��

��

若
者
の
支
援
と
し
て
、
出
張
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
就
職
・
進
路

の
不
安
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
一
人
一
人
に
合
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
案
し
、
進
路
決
定
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。（
相
談
無
料
）

■
日
時　
　

月　

日
�

��

��

午
後
�
時　

分
〜
�
時　

分

��

��

■
場
所　

久
世
保
健
福
祉
会
館

※
予
約
制
で
す
。
�
日
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

サ
ポ
ス
テ
つ
や
ま

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

市
で
は
�
月　

日
�
〜
�
月　

��

��

日
�
ま
で
、
所
得
税
と
住
民
税
の

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
を

希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
農
業
所
得
の
あ
る
人
】

収
支
内
訳
書
が
作
成
で
き
る
よ

う
、
領
収
書
は
収
支
内
訳
書
の
項

目
ご
と
に
整
理
し
、
農
機
具
な
ど

の
販
売
証
明
書
も
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。
農
業
所
得
の
収
支
内
訳
書

は
、
平
成　

年
�
月
に
配
付
す
る

��

「
住
民
税
申
告
相
談
日
程
表
」の
最

後
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
】

�
年
間
の
領
収
書
な
ど
を
整
理

し
、
医
療
費
を
補
て
ん
す
る
保
険

金
（
入
院
費
給
付
金
な
ど
）
が
あ

る
場
合
も
集
計
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

※
今
回
は
�
月
�
日
�
に
も
相
談

日
を
設
け
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

住
民
税
申
告
相
談
日
程
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

住
民
税
グ
ル
ー
プ

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
で

は
、
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
父
な
ど
が
戦
没
し
た

旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行

う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
図
り
ま
す
。

■
対
象
者　

大
戦
で
父
な
ど
を
亡

く
し
た
戦
没
者
遺
児

■
実
施
地
域　

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア（
�
次
）、ミ
ャ
ン
マ
ー（
�
次
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン
（
�
次
）、
中
国
（
�

次
）、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
西
部
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア

■
参
加
費　

�
万
円

※
実
施
時
期
と
申
込
期
限
は
地
域

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

岡
山
県
遺
族
連
盟

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

■
問
い
合
わ
せ
先　

日
本
遺
族
会

℡　

（
�
�
�
�
）�
�
�
�

��

　
　

月
�
日
〜
�
日
は
障
害
者
週

��
間
で
す
。
障
が
い
は
、
事
故
や
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
、
誰
に
で
も
生

じ
得
る
も
の
で
す
。
障
が
い
に
よ

る
不
自
由
さ
は
あ
っ
て
も
、
周
囲

の
理
解
や
配
慮
が
あ
れ
ば
で
き
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会
の

実
現
は
、
そ
う
し
た
一
歩
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　

平
成　

年
�
月
か
ら
障
害
者
優

��

先
調
達
法
が
施
行
さ
れ
、
岡
山
県

と
真
庭
市
で
は
「
障
が
い
者
就
労

施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の

推
進
に
関
す
る
指
針
」を
策
定
し
、

積
極
的
に
障
が
い
者
の
社
会
参
加

を
促
し
て
い
ま
す
。
障
害
者
週
間

を
機
に
、障
が
い
に
つ
い
て
知
り
、

身
近
な
こ
と
と
し
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先  
福
祉
課  
岩
野

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

障
害
者
週
間

障
が
い
者
福
祉
に
関
心
と
理
解
を

税
の
申
告
相
談

早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

サ
ポ 
ス
テ 
つ
や
ま
出
張
相
談

毎
月
第
�
水
曜
日
に
開
設

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん 
へ

入居者募集中

【北房地区】
上水田住宅 �ＤＫ�戸（Ｈ��年建築）
【久世地区】
草沢住宅　 �ＤＫ�戸（Ｓ��建築）
【勝山地区】
原方�住宅　�ＤＫ�戸（Ｓ��建築）
【美甘地区】
第�旭住宅　�Ｋ�戸（Ｈ�年建築）

　市営住宅の入居者を募集します。
詳しくはお問い合わせいただくか、
市ホームページをご覧ください。

■募集期間
　��月��日�  午後�時まで
■入居可能日　�月下旬（予定）
■問い合わせ先
　都市住宅課　後安
　℡����-��-����
　または各支局住宅担当窓口
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久
世
軽
ト
ラ
朝
市
推
進
協
議
会

で
は
、
�
年
を
締
め
く
く
る
「
留

市
」
を
開
き
ま
す
。
豪
華
景
品
も

当
た
る
恒
例
の
大
抽
選
会
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日
�

��

��

午
前
�
時
〜　

時
��

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド

土
広
場

■
内
容　

農
産
物
や
加
工
品
の
販

売
、
大
抽
選
会
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課　

山
本

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活

支
援
を
目
的
と
し
て
、
悩
み
ご
と

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門
の

相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　

月
〜
金
曜
日
の
平
日

■
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
つ
や
ま
（
津
山
市
山
下　

の
��

�
、
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ

ー
内
）

■
相
談
内
容　

労
働
、
福
祉
、
法

律
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先　

ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
や
ま

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

知
ら
な
い
業
者
が
突
然
訪
問

し
、「
無
料
で
住
宅
の
点
検
を
し
ま

す
。」「
近
く
の
家
を
工
事
し
て
い

る
が
、
壁
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
る

様
子
な
の
で
見
せ
て
ほ
し
い
。」な

ど
と
点
検
や
修
繕
工
事
の
勧
誘
を

さ
れ
た
場
合
は
、
よ
く
考
え
て
契

約
を
し
な
い
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

り
が
ち
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
訪
問
を
受
け
た
時
】

▼
必
要
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
と

断
る　

▼
契
約
は
そ
の
場
で
決
め

ず
よ
く
考
え
る　

▼
複
数
の
業
者

か
ら
見
積
も
り
を
取
る　

▼
見
積

も
り
が
有
料
の
場
合
も
あ
る
の
で

確
認
し
て
か
ら
依
頼
す
る　

▼
契

約
を
急
が
せ
る
な
ど
不
安
を
あ
お

る
よ
う
な
場
合
は
特
に
熟
慮
す
る

【
契
約
が
決
ま
っ
た
ら
】

▼
工
事
の
大
小
を
問
わ
ず
必
ず
契

約
書
を
交
わ
す　

▼
詳
細
な
見
積

書
や
設
計
書
、
仕
様
書
な
ど
も
も

ら
う　

▼
代
金
は
点
検
や
工
事
の

完
了
後
支
払
う

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

谷
本
聡
さ
ん
（
和
歌
山
県
和
歌

山
市
）、
林
清
さ
ん
（
愛
知
県
津
島

市
）
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
合
政
策
課

■
落
合
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
、

図
書
購
入
の
た
め
の
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
真
庭
印
刷
業
協
同
組
合
よ
り
、

市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
に
裁
断

紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

久
世
軽
ト
ラ
朝
市

留
市
恒
例
の
大
抽
選
会
も
！

な
ん
で
も
悩
み
ご
と
相
談

 
一 
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

��������	��


・林道川上�号線（�工区）開設工事

　（蒜山振興局総務振興課）

　㈱蒜山興業…����������円

・市道井尾下中線道路修繕工事（北房支局総務振興課）

　吉産㈱…���������円

��������	�
�

・久世地区（�工区）管渠工事（下水道課）

　竹藤建設㈱…����������円

・西口地区（�工区）管渠工事（下水道課）

　㈱平田建設…����������円

・久世地区（�工区）管渠工事（下水道課）

　㈱岡田組…����������円

��������	�
�

・久世第�建設残土センター整備工事（建設課）

　岡田土建㈱…���������円

・普通河川後川ほか護岸嵩上工事（建設課）

　岡田土建㈱…���������円

・台金屋地区老朽管改良工事（水道課）

　鳥越工業㈱…���������円

・市営石原住宅外壁改修工事（都市住宅課）

　㈲影山建設…���������円

・市営旭住宅外壁改修工事（都市住宅課）

　㈲岡田建創…���������円

・湯原健康増進センター体育館天井改修工事

　（湯原支局総務振興課）

　県北外装㈱…���������円

・市道宿中央線路肩修繕工事（落合支局総務振興課）

　喜多建設㈱…���������円

��������	�
�

・憩いの広場整備測量設計業務

　（湯原支局総務振興課）

　㈱荒谷建設コンサルタント岡山支社

　…����������円

・吉田大井手水路改修工事（農林土木課）

　㈲中和土木…���������円

・吉田向田水路改修工事（農林土木課）

　㈲中和土木…���������円

・一色水路改修工事（農林土木課）

　㈱山中工務店…���������円

・神代水路改修工事（農林土木課）

　㈱三木工務店…���������円

・農道小沢線災害復旧工事（蒜山振興局総務振興課）

　㈱柴田工務店…���������円

今月の掲載は、��/�、��、��、��、��日の入札実施分。

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

訪
問
販
売
に
よ
る
点
検
・
修
繕
工
事

ご
注
意
く
だ
さ
い



Maniwa ��

��
日
記
�

土
屋
勝
幹
さ
ん（
上
市
瀬
）

　

十
数
年
前
か
ら
日
記
を
書
き
続

け
て
数
十
冊
も
た
ま
っ
て
い
る
。

高
齢
者
と
言
わ
れ
る
年
に
な
っ
た

の
で
目
も
薄
く
な
り
、
も
う
や
め

よ
う
か
と
毎
日
思
い
な
が
ら
い
ま

だ
に
書
き
続
け
て
い
る
。
昔
の
日

記
帳
は
今
の
よ
う
に
簡
単
な
綴
じ

方
で
な
く
、
帳
面
に
い
ち
い
ち
穴

を
開
け
て
紐
に
通
し
て
綴
っ
て
い

た
時
代
で
あ
っ
た
。
若
い
こ
ろ
に

は
米
俵
も
軽
々
と
担
い
で
い
た
と

書
い
て
あ
っ
た
が
、
今
で
は　

㌔
��

入
り
の
袋
も
や
っ
と
持
て
る
ぐ
ら

い
。
日
記
帳
を
眺
め
な
が
ら
、
年

は
取
り
た
く
な
い
な
と
思
っ
た
。

日
記
を
見
返
し
な
が
ら
一
年
一

年
、
年
が
寄
っ
て
い
く
よ
う
な
気

持
ち
に
な
る
。
あ
ま
り
無
理
を
す

る
こ
と
な
く
、
人
生
を
元
気
で
過

ご
せ
た
ら
幸
せ
だ
と
思
う
。

　

嫁
い
で
来
て
し
ば
ら
く
し
て
、

ふ
と
実
父
が
日
記
を
書
い
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
、
日
記
を
書
き

始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
何
年

か
過
ぎ
た
こ
ろ
、
主
人
が
「
あ
の

金
は
ど
う
な
っ
た
、
こ
う
な
っ

た
。」
と
言
う
の
で
、「
あ
れ
は
こ

う
だ
っ
た
。」と
私
が
言
っ
て
も
承

知
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
言

い
争
っ
て
い
る
と
き
に
、
よ
し
日

記
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
思
い
日
記

で
確
認
し
ま
し
た
。
私
の
思
っ
た

と
お
り
で
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
と
き
ほ
ど
日
記
を
あ

り
が
た
く
思
え
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
依
頼
ハ
テ
ナ
と
思
っ

た
と
き
日
記
を
見
る
と
役
に
立
つ

も
の
で
す
。　

歳
近
く
に
な
り
ま

��

す
と
文
字
は
忘
れ
、
目
は
薄
く
読

め
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
�
年
生
の
と
き
、
先
生

か
ら
日
記
を
書
く
こ
と
を
習
い
、

一
週
間
書
い
た
ら
見
て
も
ら
っ
て

赤
ペ
ン
で
感
想
を
書
い
て
も
ら
う

の
が
嬉
し
く
て
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。
今
年
で　

年
。
日
記
を
書

��

今
月
の
テ
ー
マ

���
日
記
�

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テーマは
���ふるさと�です 。
友人にふるさとを紹介し
た話や仲間と語った思い
出、ふるさとの自慢など
について、 ��� 字程度でお
寄せください。

川柳の兼題は
��成人�です。
お便りは��月号に同封し
たはがきをご利用くださ
い。川柳の締め切りは��
月��日�です。

�月号では、

��感謝��
についてお便りを募
集しています。
（��月��日締め切り）

�月号 読者の広場

か
な
い
と
一
日
が
終
わ
り
ま
せ

ん
。
収
支
、
祝
い
や
不
幸
、
農
作

物
の
植
え
付
け
、
料
理
な
ど
な
ど

参
考
に
な
り
ま
す
。
平
成
に
な
っ

て
か
ら
は
、
�
年
日
記
に
書
い
て

い
ま
す
。
昔
の
日
記
を
出
し
て
見

る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
続
く
限
り
書
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
こ
ろ
か
ら
日
記
は
ま
め
に

書
い
て
い
ま
し
た
が
、
�
年
日
記

が
数
年
続
き
、
現
在
は
�
年
日
誌

を
使
っ
て
い
ま
す
。
書
く
ス
ペ
ー

ス
は
、
ほ
ん
の
�
行
く
ら
い
な
の

で
す
ぐ
埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

物
忘
れ
を
よ
く
す
る
の
で
、
ち
ょ

っ
と
記
録
し
て
お
く
と
参
考
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
で
本
を

借
り
る
と
日
誌
に
セ
ロ
テ
ー
プ
で

「
返
却
の
お
知
ら
せ
」を
張
り
付
け

ま
す
。
た
ま
に
短
歌
を
詠
ん
だ
り

 池  田   聖 那    くん
いけ だ せ な

Ｈ�������� 生まれ（蒜山上福田）
◯応  智子さん（母）

 篠  �   真 歩    ちゃん

しの ざき ま ほ

Ｈ������� 生まれ（勝山）
◯応  鷹敏さん（父）

 尾  �   由 芽    ちゃん
お さき ゆ め

Ｈ�������� 生まれ（中）
◯応  祐介さん（父）

▼

 まとば たき

長年大事に保管している日記

��
日
記
�柴

田
澄
江
さ
ん（
別
所
）

��
続
け
る
日
記
�

小
谷
三
千
子
さ
ん（
別
所
）

��
日
記
�

立
田  
市
さ
ん（
蒜
山
上
徳
山
）
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★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりが
な）�性別�生年月日�住所�応
募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
た
こ
の

場
所
で
開
催
出
来
る
こ
と
を
感
謝

し
、
今
日
一
日
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。」と
力
強
い
選
手
宣
誓
に
始
ま

り
、
掛
け
声
や
声
援
が
飛
び
交
っ

た
。
休
校
当
時
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
方
も
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ

り
、
地
域
が
一
堂
に
集
う
場
と
な

っ
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ

た
。
休
校
後
、
地
元
の
地
域
自
主

組
織
が
中
心
と
な
っ
て
地
区
運
動

会
の
ほ
か
、
旧
学
校
農
園
に
は
�

月
に
コ
ス
モ
ス
な
ど
の
種
を
蒔

き
、
体
育
館
で
は
月
�
回
程
度
の

映
画
を
上
映
。　

月
に
は
地
域
交

��

流
会
が
開
催
さ
れ
る
。
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
休
校
地
を
利
用
し

て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う

と
工
夫
や
智
恵
を
出
し
合
っ
て
い

る
。『
明
る
く
元
気
に 
工
夫
し
て 

力
を
合
わ
せ
て
』
頑
張
る
地
域
の

取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

て
い
き
た
い
。

す
る
と
、
枠
外
に
記
す
こ
と
も
。

こ
れ
か
ら
も
日
記
は
、
書
き
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
 
こ
の
春
休
校
と
な
っ
た
阿
口

小
学
校
で　

月　

日
、
秋
晴
れ
の

��

��

下
、
阿
口
地
区
運
動
会
が
行
わ
れ

た
。「
休
校
と
な
っ
た
阿
口
小
学
校

で
運
動
会
を
す
る
こ
と
は
な
い
と

力強い選手宣誓で運動会がスタート

��月生まれ募集

25ページの続きを掲載します。�
情報をお寄せください。 （敬称略）�

■環境おかやま大賞　��/��　岡山市
　勝山の旭川を美しくする会
■保護司活動功労者に対する中国地方保護司連盟会長表彰
　��/��　岡山市　浅野勝惠（勝山）、桑井敏子（多田）、小椋
　一（蒜山西茅部）、長道圓順（上河内）、三�和明（藤森）、
　松岡　進（西河内）
■同岡山県保護司会連合会会長表彰（内助功労含む）
　高橋正延（湯原温泉）、谷合繁造（久世）、上田昌信（後谷）、武 
　内直行（台金屋）、芦田有正（落合垂水）、若田日出美（一色）
■第��回中国地区シニアバドミントン選手権大会
　��/�～�　島根県　��歳以上男子　矢谷信介（下方）
■平成��年度第�回中国地域シニアサッカー交流大会
　��/�～��　広島県　優勝
　シニア岡山ＦＣ‐辻泰一郎（大庭）、矢木秀雄（目木）
■平成��年度青少年健全育成功労者に対する県知事表彰
　��/��　岡山市　綱島　勇（旦土）、二宗佳代子（目木）、下
　山史朗（日名）、岡　観栄（勝山）
■平成��年度青少年健全育成功労者に対する美作県民局長
　表彰　��/��　津山市
　植田康信（月田）、杉本徳浩（西原）、�岡信幸（上中津井）、
　勝山高等学校生徒会

■天皇杯　平成��年度全日本卓球選手権
　大会　ジュニアの部
　�/��～��　東京都
　■同大会岡山県予選会
　�/�　岡山市　�位
　倉敷工業高等学校‐山本竜也（勝山）

■保健福祉功労者に対する社会福祉功労岡山県知事表彰　
　��/��　岡山市　池田里子（下岩）、小谷恵子（蒜山下見）
■同老人福祉功労岡山県知事表彰
　小林寿満夫（勝山）、岩佐　和（仲間）
■同社会福祉功労岡山県保健福祉部長表彰
　植木公昭（蒜山下福田）
■同心身障害者福祉功労岡山県保健福祉部長表彰
　原田義雄（蒜山下福田）
■矢野賞　��/��　東京都　妹尾活明（下河内）
■平成��年度畜産功労者に対する岡山県知事感謝状
　��/��　真庭市　山田博利（田原）

上を目指して（中国大会や県大会など）

 曽  根  あすか ちゃん
そ ね

Ｈ�������� 生まれ（下方）
◯応  朋浩さん（父）

 美  甘   大 弥    くん

み かも だい や

Ｈ�������� 生まれ（蒜山下福田）
◯応  紗弥子さん（母）

 石  原   永 詢    ちゃん
いし はら え ま

Ｈ�������� 生まれ（日名）
◯応  陽一さん（父）

▼

 もりた みきえ

��
阿
口
の
地
域
力
�

　
  
Ｓ�

年
度
卒
業
生
さ
ん（
阿
口
）

PN

��
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��������	
�
　   〒���-����　真庭市上水田����
　  ＴＥＬ ����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����
　  開館時間　平日��：��～��：��
　　　　  　　（土・日・祝日 �：��～��：��）
　  休館日　月曜日・年末年始

今月のおすすめの本も
っ
と
食
べ
れ
る
か
も

作
田　

希
さ
ん（
江
川
）

　

食
べ
物
の
中
で
も
麺
類
が
特
に

好
き
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
そ

ば
の
早
食
い
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
結
果
は
、
親
子
で
二
連
覇
を

達
成
。
昨
年
の
経
験
か
ら
食
べ
方

の
コ
ツ
も
つ
か
ん
で
い
た
し
、
今

年
は
味
わ
い
な
が
ら
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
別
に
出
場
さ

せ
て
も
ら
っ
た
一
般
の
部
で
も
お

母
さ
ん
に
次
ぐ
�
位
に
な
っ
て
、

い
っ
ぱ
い
商
品
を
も
ら
え
た
し
、

来
年
も
ま
た
出
た
い
で
す
。

貴
重
な
体
験
、ま
た
参
加
し
た
い

中
尾　

崇
さ
ん（
岩
井
谷
）

　

神
社
な
ど
に
興
味
を
持
ち
始
め

て
い
た
と
き
に
、
ち
ょ
う
ど
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
木
山
神
社
の
見
学
説

明
会
が
あ
る
と
知
っ
て
参
加
し
ま

し
た
。
修
理
中
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
、
工
事
の
足
場
を
歩
い
て
屋
根

の
高
さ
に
。
見
学
会
は
初
め
て
で

し
た
が
、
彫
刻
や
建
物
の
構
造
な

ど
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。
普
段
と
違
う
目

線
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

し
、
屋
根
の
葺
き
替
え
作
業
中
だ

っ
た
の
で
と
て
も
貴
重
な
体
験
で

し
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た

　

（
落
合
小
学
校
）

　

宮
岡
一
人
く
ん
、森
本
真
子
さ 
ん

　

（
津
田
小
学
校
）

　

丸
山
魁
斗
く
ん
、森
谷　

響
く
ん

　

交
流
学
習
会
も
今
回
で
�
回
目

ちょっと難しい、でも知って
おきたい四字熟語・故事成語
を、写真で解説する「見る」
辞典。それぞれの意味や元に
なっている話、使い方の例な
どが、写真でよりよく理解で
きる。

咳が出るのは、呼吸器にほと
んどの原因があります。肺の
仕組みや機能に触れながら、
咳や痰でわかる病気から、Ｃ
ＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）や
肺がんなどの深刻な病気まで
を解説します。

「咳の気になる人が読む本」
加藤治文／著　講談社

「ＵＮＴＩＴＬＥＤ」
飛鳥井千砂／著　ポプラ社

��歳の桃子は実家暮らしで未
婚。自分の中のルールを厳格
に守り、周囲に一切スキを見
せることなく暮らしている。
そんなある日、「一家の癌」
だと思っている弟から連絡が
入り…。

で
す
。
体
育
の
授
業
で
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
�
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
行
い
ま
し
た
。試
合
で
は
、

パ
ス
を
う
ま
く
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル

目
掛
け
て
シ
ュ
ー
ト
。
で
も
、
な

か
な
か
入
ら
な
く
て
難
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
休
み
時
間
に
も
仲
良

く
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
。
授
業
や
遊
び

を
通
し
て
ど
ん
ど
ん
仲
良
く
な
っ

て
い
ま
す
。
今
は
限
ら
れ
た
時
間

だ
け
だ
け
ど
、
�
月
か
ら
一
緒
に

学
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

「 リ トル・ボオ」
やなせたかし／作　フレーベル館

「新レインボー写真でわかる
  　　　　　　　　　四字熟語辞典」
学研教育出版

赤い帽子の中から現れる
リトル・ボオは、人間に
はない不思議な力を持っ
ている。花とダンスを踊
ったり、空を飛んだり、
迷子の子ザルを助けたり
…。家族みんなが笑顔に
なるような漫画絵本。

▼

 PN  みーたん

▼

 PN  かな

読者の広場は皆さん
から寄せられたハガ
キなどでつくるペー
ジです。

今 月は、寄せられた
お便り��通の中から
チ ョ イス
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川 柳   「豊か 」
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
豊
か
に
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

小
谷
義
孝　
　

月
田

豊
か
さ
で
ゴ
ミ
の
し
ま
つ
に
追
わ
れ
て
る　

前
田
茂
登
子　

中
島

豊
作
を
郷
中
祝
い
祭
り
酒　
　
　
　
　
　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

秋
の
田
に
実
り
豊
か
な
稲
穂
な
り　
　
　
　

佐
藤
祐
子　
　

台
金
屋

豊
か
さ
に
も
っ
た
い
な
い
が
つ
ぶ
さ
れ
る　

永
田
寿
道　
　

樫
東

耐
え
て
こ
そ
豊
か
に
生
き
て
今
日
も
無
事　

中
山
春
子　
　

本
庄

生
か
さ
れ
て
心
豊
か
に
卆
寿
越
え　
　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

飽
食
の
豊
か
さ
忘
れ
こ
ぼ
す
愚
痴　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

残
さ
ず
に
食
べ
る
昭
和
の
豊
か
日
　々
　
　

大
森
喜
久
恵　

西
原

山
越
え
た
数
だ
け
豊
か
な
人
間
味　
　
　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

物
あ
ふ
れ
断
捨
離
流
行
る
豊
か
な
世　
　
　

神
谷
水
せ
ん　

久
世

豊
か
さ
を
求
め
て
汗
水
戦
中
派　
　
　
　
　

青
山
萌
黄　
　

上

支
え
合
い
絆
豊
か
な
時
過
ご
す　
　
　
　
　

菊
池
俊
男　
　

本
郷

豊
漁
の
旗
が
被
災
地
活
気
付
け　
　
　
　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

山
の
幸
心
豊
か
に
秋
来
た
る　
　
　
　
　
　

林　

陽
子　
　

曲
り

秋
祭
り
豊
か
な
秋
に
乾
杯
だ　
　
　
　
　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

原
発
が
豊
か
さ
の
中
身
問
う
て
居
る　
　
　

上
島
敬
一　
　

蒜
山
上
長
田

選：湯原川柳会　狩谷博子さん

��������	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
��
�

�
�

今
月
の���

▼

 もりたひろと

▼

 PN 招喜猫

真庭市栄養改善協議会の提供です

チキンの トマ ト煮

さっぱりとした味です。とても簡単に作
れるので、朝食のおかずにもお勧めです。

今月のレシピ
提供は

島村久世 さん
（川上支部）

 材料 （２人分）

・鶏もも肉　���ｇ　・タマネギ　�/�個
・ニンニク　少々
・完熟トマト　�個（水煮缶でも可）
・ブロッコリー　適量
・サラダ油　小さじ�
・塩　小さじ�/�
・コショウ　少々

 作り方

①鶏肉はぶつ切りにする。ニンニクとタ
マネギは、みじん切りにする。
②トマトは湯むきして、種を取り除き、
粗く刻む。
③ブロッコリーは小房に分けて茹でる。
④フライパンに油を熱し、にんにくと玉
ねぎを炒める。鶏肉を加えてさらに炒
める。
⑤トマトと塩・コショウを加え、弱火に
して�～�分煮る。
⑥器に盛り付け、ブロッコリーを添える。

��������
　エネルギー��� ｋｃａｌ    たんぱく質 ���� ｇ  
　脂質 � � � �ｇ  炭水化物 �� � �ｇ  
　カルシウム ��ｍｇ　食塩相当量 � ��ｇ

辻本店、旧岡野屋旅館が国登録有形文化財に
��月��日、辻本店の店舗を兼ねる主屋や衣装蔵など一帯の建物と旧岡野
屋旅館が国の登録有形文化財となりました。白壁とのれんのまちのシン
ボルとして、これからさらに注目が集まりそうです。
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市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準�
に掲載させていただいています。 情報をお寄せください。 （敬称略）�

叙勲を受けられた方を
ご紹介します。
おめでとうございます。

秋の叙勲

　昭和��年に湯原町消防団
に入団以来��年間、分団長
などを歴任し、消防団の発
展に尽力されました。規律
やポンプ操作などの基本動
作を操法訓練で指導。的確
で安全な消火活動体制の構
築に貢献されました。

�����
元湯原町消防団分団長

牧田　幸さん（社）

　昭和��年に勝山町消防団
に入団し、平成��年までの
��年間、副分団長や副団長
を歴任されました。消防設
備の導入や地域を巡回して
火災予防の啓発を行うな
ど、地域防災の強化に貢献
されました。

�����
元真庭市勝山消防団副団長

宮田修治さん（岩井谷）

　昭和��年に落合町消防団
に入団以来��年間、副団長
などを歴任。消防団員の資
質の向上や団員同士の信頼
関係の構築に尽力されまし
た。的確で安全な予防消防
に取り組み消防体制の強化
に貢献されました。

�����
元真庭市落合消防団副団長

湯浅和男さん（下河内）

　昭和��年に陸上自衛隊に
入隊されました。第��通信
大隊や通信学校などに所
属。主に専用回線の構成・
維持・運営などの通信業務
や通信学校における学生教
育に従事。円滑な隊務運営
に貢献されました。

�����

　昭和��年に川上中学校へ
赴任以来、昭和��年の八束
小学校退職までの��年間、
「強く、明るく、善く、正し
く、努力する」を人生訓と
して児童生徒への深い愛情
を持って、学校教育に尽力
されました。

�����
　昭和��年木山小学校に赴
任以来、昭和��年の美川小
学校退職まで教育一筋に歩
まれました。「誠実」をモッ
トーとして教育に情熱を注
ぎ、児童や保護者と信頼関
係を築くなど、地方教育振
興に尽力されました。

�����
元落合町立美川小学校長

高峰正旗さん（落合垂水）

　平成元年から、保護司と
して青少年の更生の手伝い
や防犯活動に尽力され、平
成��年から真庭地区保護司
会会長に就任。協力の輪を
広げるために街頭での啓発
活動や保護司の資質向上に
も取り組まれています。

����

危険業務従事者叙勲

高齢者叙勲

秋の褒章
褒章を受けられた方を
ご紹介します。
おめでとうございます。

保護司

丸山美砂子さん（蒜山上長田）

元三等陸尉

福島秀章さん（上市瀬）

元蒜山教育事務組合立八束小学校長

池田　 さん（蒜山富掛田）
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■平成��年度第��回全日本ハエ釣り王座決
　定戦　
　��/��～��　岡山市　優勝
■第��回全日本ハエトーナメント
　��/�～�　岡山市　優勝
　　　　　　　　　　　横山 和（久世）�
■精神保健福祉事業功労者に対する厚生労
　働大臣表彰
　��/��　青森県　　　   西山　隆（木山）�

■第��回全日本吹奏楽コンクール
　��/��　愛知県　銀賞　
　■第��回全日本吹奏楽コンクール中国大会

�/��　倉敷市　金賞
写真左から：明誠学
院高等学校‐辻実奈
子（三田）、 行部仁香
乃（落合垂水）

■第�回マルハンドリームカップ全国ベースボールトーナ
　メント　��/��～��/�神奈川県
　■同大会中国四国予選会　�/��～��/��
　岡山市　�位　蒜山クラブ

■第�回ＡＬＬ ＪＡＰＡＮ ナチュラルチーズコンテスト
　��/��～��　神奈川県
　フレッシュ部門
　金賞・ミルク会長特別賞
　「リコッタフレスカ」
　  イル・リコッターロ（竹内雄一郎代表） �

■第��回日本美術展覧会「日展」
　��/�～��/�　東京都　第�科「書」
　入選　　　　　　　　寺坂昌三（久世）�

■第��回全日本女子学生剣道優勝大会
　　　　　　　　��/��　愛知県
　　　　　　　　■第��回中四国女子学生剣道優勝大会
　　　　　　　　�/��　岡山市　団体戦　�位
　　　　　　　　�島根大学‐山下はる香（久世）

■ＪＯＣ第��回全国都道府県対抗中学バレーボール大会
　��/��～��　大阪府
　■岡山県選抜により 出場
　写真左から：落合中学
　校‐山本翔平（下方）、
　就実中学校‐近藤唯奈
　（久世）

■第��回ジャパン・ワイン・チャレンジ����
　�/��～��　東京都　銅賞「岡山ピオーネ氷結搾汁」、奨
　励賞「ひるぜん［ロゼ］」
■国際ワインコンクール����
　�/��～��　山梨県　銅賞「ひる
　ぜん［赤］」、奨励賞「山葡萄［ロゼ］」
　　　　ひるぜんワイン有限会社�

■第��回日本伝統工芸展
　�/��～��　東京都　入選
　写真左から：國本敏雄（草加部）、�月国光（蒜山下徳山）、
　矢吹良文（上市瀬）

■第��回国民体育大会ソフトボール競技
　　　　　　　　少年男子
　　　　　　　　�/��～��/�　東京都　準優勝
　　　　　　　　■岡山県選抜により出場
　　　　　　　　�高梁高等学校‐平方健太（上中津井）

■建物共済事業推進功労者に対する全国農
　業共済協会長感謝状　
　��/�　真庭市　
　　　　　　　　　　入尾晴三（草加部）�
■第��回国民体育大会馬術競技
　　　　　　　　成年男子馬場馬術
　　　　　　　　��/�　東京都
　　　　　　　　■同中国ブロック大会
　　　　　　　　�/� ～�   山口県   ��位
　　　　　　　　�原田喜市
　　　　　　　　（蒜山上福田）
■平成��年度生涯スポーツ優良団体表彰
　��/��　東京都　
　　　     スポーツ・レクリエーション
　　　     倶楽部くせ（黒澤  實理事長）�

■ねんりんピックよさこい高知����サッ
　カー競技　��/��～��　高知県　準優勝

■岡山県選抜により
出場　写真左から：
シニア岡山ＦＣ-
辻泰一郎（大庭）、
矢木秀雄（目木）

■同大会ゲートボール競技
　■武蔵の里ゲート
　ボール大会
　�/��　美作市
　　　　　�位
　　　　　二川Ｂ�



Maniwa ��

　��月��日の北房コスモスまつりを皮切りに、��月～��月にかけ

て、市内各地で秋の催しが開催されました。地域特産品の販売や

地元団体によるステージアトラクションのほか、ご当地ならでは

の名物などで観光客らをもてなしました。旬の味覚を買い求めた

り、ステージ発表を観覧する親子連れらでどの会場もにぎわい、

笑顔溢れる行楽の秋を満喫しました。

写真左：山盛りの新そばをおいしく食べた早
食い大会（��/��新そば・豆腐まつり）　写真
上左：大玉で甘い新高梨は子どもにも人気
（��/��作州くせぼっこう祭）　写真上右：蒜山
大根を求めて行列ができた（��/�中和紅葉祭）

����������������
　��������	
����������	
��

��/� ふるさと勝山もみじまつり ��/�� 美甘ふるさとまつり ��/�� 北房コスモスまつり

観客を釘付けにした、迫力ある真庭高校生の書道観客を釘付けにした、迫力ある真庭高校生の書道
パフォーマンス（パフォーマンス （����//����おちあい元気フェスタ） おちあい元気フェスタ）
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　
　

月
�
日
、
旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
活
用

��
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
同
施
設
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
可
能
性

を
探
り
、
気
運
を
高
め
よ
う
と
、
ま
ち
づ

く
り
市
民
応
援
団
「
ま
に
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

が
企
画
。
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
基

��

調
講
演
で
は
、
岡
山
理
科
大
学
工
学
部
建

築
学
科
教
授
の
江
面
嗣
人
さ
ん
が
、
文
化

財
の
創
造
的
活
用
に
つ
い
て
講
演
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
保
護
や
活
用
に
縁
の
あ

る
地
元
団
体
の
代
表
者
ら
が
活
用
を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

活用について意見を述べるパネリストの皆さん

タグを取ろうとグラウンドを駆け回る小学生ら

　

タ
ッ
ク
ル
な
ど
の
接
触
プ
レ
ー
が
な
い

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
体
験
教
室
（
岡
山
県
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
）
が　
��

月
�
日
、
落
合
総
合
公
園
で
開
か
れ
ま
し

た
。
市
内
外
か
ら
約　

人
の
小
学
生
が
参

��

加
。
腰
に
付
け
た
「
タ
グ
」
を
取
ら
れ
た

ら
タ
ッ
ク
ル
と
み
な
す
た
め
、
地
面
に
倒

れ
込
む
こ
と
も
な
く
安
全
。
参
加
し
た
小

学
生
は
鬼
ご
っ
こ
感
覚
で
プ
レ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
は
、
誰

で
も
ラ
グ
ビ
ー
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
と
、
普
及
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
感
覚
の
ラ
グ
ビ
ー
楽
し
む

小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
教
室

　　「規則正しく」が長寿の秘訣

松尾君代さん（種）が、百歳

を迎えられました。和裁が

得意で、家族の服や嫁ぎ先

の住職の着物も全て縫って

いたほど。長寿の秘訣は、�

度の食事をきちんと摂るな

ど規則正しい食生活を心掛

けてきたことだそうです。

�����

　　丁寧に育てられた菊の花が一堂に

真庭市落合大菊花展がハイ

ランド落合で開かれまし

た。落合菊花愛好会員��人

が約���鉢の菊を展示。��月

�日まで催され、大輪や懸

崖など色とりどりの菊の花

が、訪れた人の目を楽しま

せていました。

����

　　日課を欠か さ ず しっ か り 食べる

山乗迪恵さん（蒜山下徳山）

が、百歳を迎えられました。

朝食後に散歩をして新聞を

読むのが日課。テレビでは

好きな歌番組を見るそうで

す。好き嫌いなく食事をし

っかり食べることや適度な

運動が長寿の秘訣です。

����

　　山中一揆に思いをはせる

美作地域で起こった大規模

な農民一揆・山中一揆を題

材としたドキュメンタリー

映画「つづきのヴォイス」

が完成し、上映会が湯原温

泉ミュージアムで行われま

した。��月�日まで県内�

カ所で上映されます。

����

　　多彩なコ ー ラスや演奏を堪能

真庭音楽祭が勝山文化セン

ターで行われました。コー

ラスグループ、吹奏楽団、

中学生・高校生など��団体

約���人が次々と出演。軽快

な演奏と美しいハーモニー

を奏で日頃の練習の成果を

披露しました。

�����

文
化
財
の
活
用
を
探
る

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム



 真庭の冬 の ２ 大イ ベントをご案内
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広
報
真
庭   
●
月
号

　���

が�

編
集
後
記�

　

真
庭
音
楽
祭
に
取
材
で
お
邪
魔
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
音
楽
祭
は
、
住

民
参
加
型
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
多
く
の
市
民
が
出
演
。
歌
や
琴
、

吹
奏
楽
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
音
楽
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

馴
染
み
の
あ
る
歌
や
曲
で
構
成
さ
れ
て

い
る
団
体
も
多
く
、
私
は
自
然
と
リ
ズ

ム
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
娘
が
ピ
ア
ノ

を
習
い
始
め
た
の
で
、
演
奏
を
聞
い
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

小
山

　

天
気
の
良
い
土
曜
日
に
、
真
庭
産
業

団
地
へ
写
真
を
撮
り
に
出
掛
け
て
み
ま

し
た
。
大
き
な
工
場
が
立
ち
並
び
、
人

や
車
の
往
来
も
あ
っ
て
、
活
気
づ
い
て

い
る
様
子
で
し
た
。
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
分
譲
面
積
が
�
割
を
超
え
た
そ
う

で
す
。
自
分
が
子
ど
も
だ
っ
た
時
に
は

何
も
な
か
っ
た
場
所
に
、
高
速
道
路
や

産
業
団
地
が
整
備
さ
れ
、
働
く
場
所
も

徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。
真
庭
の
成
長

を
感
じ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。 

福
島

　

「
広
報
の
写
真
、協
力
し
て
も
ら
っ
て

も
え
え
か
な
」
そ
う
尋
ね
る
と
、「
う
お

〜
や
っ
た
〜
、
こ
れ
で
ハ
リ
ウ
ッ
ド
デ

ビ
ュ
ー
じ
ゃ
〜
」
そ
ん
な
雄
た
け
び
を

上
げ
た
中
学
生
が
い
ま
し
た
。
広
報
真

庭
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
事
務
所
に
は
届
き

ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
大

き
な
夢
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
無
邪
気

さ
に
感
動
。
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
が
咲
く
の
が

早
い
か
、君
の
デ
ビ
ュ
ー
が
早
い
か
…
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

江
崎

※キャンペーンの詳細は、市役所や道の駅などに設置する
　パンフレットでご確認ください。

この他にも冬ならこの他にも冬なら
ではのイベントがではのイベントが
盛りだくさん！詳し盛りだくさん！詳し
くはイベント情報くはイベント情報
（冬号）で（冬号）で

湯原温泉郷に約�����本
のキャンドルが灯され、
幻想風景が広がります。
��／�～�／��には特別イル
ミネーションも実施。

蒜山高原に巨大かまくら
が出現。雪遊びやご当地
グルメが楽しめるほか、
夜にはかまくらにキャンド
ルが灯されます。

キキャャンドルフン ドルファァ ンタジーン タジーini n 湯原温泉郷 湯原温泉郷
��月��日�～��日�
�月��日�～��日�

ひるぜん雪恋まつりひ るぜ ん雪恋まつ り
�月�日�～�日�
蒜山高原・白樺の丘周辺

��/�����/�����/����はキッズデー！
小学生以下のお子さんはリフト券＆日帰り温泉割引 ！
（�/��は津黒高原スキー場のみ）

雪マジ! ���も実施
「雪マジ！��」とは、全国��以上のゲレンデで実施される
プロジェクト。��歳の人はリフト券割引！

銀世界での乗馬は感動モノ！

 　雪中乗馬
パンフレットの提示で

割引価格で乗馬体験
ゆったり、のんびり

 　温泉めぐ り
対象ゲレンデの一日リフト券で
日帰り入浴　　   ��％ＯＦＦ

湯原の温泉宿泊     　��％ＯＦＦ

最大

最大

ファミリーやグ ループもお得に

　ス キー場
対象施設での宿泊で

リフト券   　　�����円ＯＦＦ最大

�問   観光回廊真庭誘客協議会　
　  （真庭観光連盟内）℡����-��-����


